
 
 

 

 

 第 7 回  例 会 報 告  2008.8.22  通算 1266 回 

 
 
 
・点 鐘        長倉副会長  
 
 
 
・ ロ ー タ リ ー ソ ン グ 

｢それでこそロータリー｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ソングリーダー  福井 克美会員  

 
 
 
 
・入 会 記 念 祝 
 福井 克美会員  H 3. 8. 23 （17 年目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・会 長 挨 拶       長倉副会長  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、北上会長はライラセミナーに出席の

ため、欠席となっております。先週は休会

となっておりましたが、皆様いかがお過ご

しでしたか。私は虹別へ子供たちとキャン

プに行ってきました。 

報告事項は、社団法人日本青年会議所 北

海道地区協議会、第５７回北海道地区会員

大会釧路大会、北海道ＯＭＯＩＹＡＲＩフ

ォーラム「今、みんなに伝えたい～夢・絆・

心～」国際交流センター ９月１３日（土）

１３：３０～１６：００が、釧路で開催さ

れます。フォーラム参加の案内がきており

ますので、幹事までお問い合わせください。 

 
 
・幹 事 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 



* 浜中ＲＣより８月プログラムと会報を拝

受しております。 

* 厚岸ＲＣより会報を拝受しております。 

 

 

 

・委員会報告  
親睦委員会 

・本日のニコニコ献金  
 福井 克美会員  入会記念祝として  
 

 

 

・出席委員会 

会員 28 名 14 名出席 50％ 

 

 

 

●伊東会員 談話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路動物園のアムールトラの赤ちゃん「タイ

ガ」と「ココア」について、現状・周囲の関

心の高さ・これからどうなるか等について話

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

【タイガ】と【ココア】 

・本日のプログラム 

「 会員増強及び拡大月間に因んで 」  

             担当 会員増強委員会 

●佐野会員増強委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月は会員増強月間と言うことで、お話さ

せていただきます。日本の会員数は過去 10

年間一度も増加したことがなく、128,000

人をピークに 97,000 人台まで会員数が落

ち込みました 2500 地区でも会員の減少が

著しくなっております。私がロータリーク

ラブに入会した頃聞いた話ではロータリー

に入会したいが推薦がないと入会が出来ず

職業分類も 1 業種 1 人、さらには審査も厳

しい、入会したくてもなかなか難しい時代

があったようです。近年南ロータリークラ

ブでも会員増強には色々と思考錯誤してお

り、入会候補者を例会に招待したり、リス

トアップして会員に知り合いはいないか、

又プロジェクトチームを結成し候補者を数

名の会員で訪ねたり、といろいろと行動も

してきました。家庭集会では必ず議題のテ

ーマに入っています、クラブフォーラムで

の議題にもなり、候補者は居ないか、勧誘

から入会までのプロセスをどうするかなど、

いままで、たくさんの議論と行動をしてき

ましたが、新入会員の勧誘は、難しく、地

域社会の人口の減少、経済不況となかなか

現実は厳しいものがあります。これは南ク

ラブだけでなく、どこのクラブでも同じだ

と思います。他に良い手段はないものか、

地区の会員増強セミナーにも昨年度と今年



度出席しましたが毎回、同じように思えます。

では、どうすれば良いのか、私なりに考えて

みました、会員増強に関する会合、活動をも

っと増やし会員一人一人の意識改革が必要で

はないか、まだスポンサーになった事がない

会員がたくさんおりますが、１人でも多くの

会員が真剣に勧誘すれば、まだまだ会員は増

える可能性はあると思います。先日の発行の

ガバナー月信のなかで、足立ガバナーからの

会長幹事、会員の皆様という欄で会員増強に

とって大変重要な決定がされました。内容は

地域社会の活動に自ら参加することによって、

奉仕及びロータリーの綱領への献身を示した

個人に正会員となる資格が得られるものであ

る。また、理事会によって制定されているロ

ータリー財団学友であること、この制定が可

決された事により、実際には職業分類は無き

に等しい状態となり、会員候補者の職業に捉

われないで、クラブ理事会や会員の総意が得

られれば誰でもロータリアンになれるという

事になりました。今やロータリーの会員に必

要なものは、質か量かの時代ではありません。

答えは質の高い量であります。またＲＩ会長

主催、会議報告のなかで、今年度のテーマ「夢

をかたちに」ということで、ロータリアンの

皆様に幼児の死亡率に焦点を合わせるように

お願いしております。この文明社会において、

５歳以下の子供たちが、１日２万６千人も死

んでいくのです。この数字は明日もあさって

も続きます。ロータリーによって３つの共通

事項となっている水・健康と飢餓そして識字。

これらの分野においてロータリーは、多くの

事を実行しております。私は信じます。もっ

と多くのロータリアンがいればもっと多くの

事ができ、もっと多くの命を救い、もっと多

くの子供たちを助け、もっと多くの夢をかた

ちにすることができると確信しましたとＲＩ

会長はおっしゃっております。最後になりま

すが、皆さんの力で会員を増やし少しでも多

くの子供たちを救い、少しでも多くの奉仕活

動をできるようにし夢をかたちにしたいと

思います。世界中の子供たちが今日も明日

も明後日もロータリーを必要としています。 

 

・グループ討論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

・次回のプログラム 

８月２９日（金） 

「 ライラセミナー参加報告 」 

会場 釧路ロイヤルイン 

 担当：新世代委員会 

・点 鐘           長倉副会長 

今週の会報担当：長井一広会員  


